
背景
◼ 生命の設計図であるゲノムを解析することで、生物の
機能を遺伝子レベルで詳細に解析することができます。

◼ 生物、ウイルスゲノムを比較解析することで、生物が
どのように進化してきたのかを知ることができます。

◼ 環境中には多種多様な未知のウイルスが多く存在して
います。

◼ 環境DNAサンプルを解析することで、環境中にどのよ
うな微生物・ウイルスがいるのかを調べることができ
ます。

目的
◼ ゲノム情報を鍵に、生物の進化の原理や植物誕生の謎
を解き明かします。

◼ ゲノム解析技術を用いて、市場価値のある有用植物の
創出や、土壌・水質のアセスメント手法の開発に取り
組みます。

主な成果
◼ 若い光合成オルガネラを持つ有殻アメーバの核ゲノム
を解読しました。

◼ 有殻アメーバのゲノム解析から、細胞内共生進化につ
いて巨大ウイルスが関わる新仮説を提示しました。

◼ 分子遺伝学の手法により、植物の酸化ストレス応答を
制御する転写因子の機能を明らかにしました。

応用ゲノム生物学
ゲノム進化の原理の探求、
ゲノム育種・ゲノム視点からの環境アセスメント

ゲノム情報学 細胞内共生進化 巨大ウイルス
ゲノム編集 環境ゲノム

研究概要

連携への展望

【農業との連携】ゲノム情報とゲノム編集技術を用いて、
強い環境ストレス耐性を持つ農作物や市場価値の高い有
用植物の創出に取り組みたいと考えています。

アピールポイント

ゲノム進化の動態原理の解明と、ゲノム育種、ゲノム解析手法による環境アセ
スメントに取り組みます。

植物の酸化ストレス応答の解析
酸化ストレス応答のキー因子RRTF1を発現させる
と、植物は環境ストレスに過剰に反応して葉を黄
化させる。
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キーワード

応用生物
科学科

准教授 松尾 充啓 （ゲノム生物学研究室）

農地の土壌品質のアセスメント
(摂南大学枚方キャンパスの農場)

野生株 RRTF1破壊株 RRTF1発現株

植物は土の中の微生物と密に相互作用しており、
その関係は、植物の生長や耐病性に大きな影響
を与えます。環境ゲノム学的手法により土壌の
微生物・ウイルス相を包括的に解析すれば、生
物間相互作用の観点から農地を評価できると考
えられます。

細胞内共生進化の３者(宿主・共生者・ウイルス）モデル
細胞内共生進化初期においては、巨大ウイルスが
共生者と共に宿主に入り込み、共生者から宿主へ
の遺伝子転移が加速した。

有殻アメーバ

【環境ビジネスとの連携】未同定の環境ウイルスを検
出する新しい環境ゲノム学手法の開発と、それらを用
いた環境アセスメント手法の開発に取り組みます。

農学部

まつお みつひろ
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